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●国民年金保険料

障害を持つ方たちの社会参加を進めるためには学校や
地域などで接する人たちの理解ある支援がとても大切。
点訳作業◯上車椅子体験学習風景○下

12月9日は障害者の日
障害を持つ方も
積極的な社会参加を

十
二
月
九
日
は
障
害
者
の
日
。
こ
れ
は
、
国
民

の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
、
障
害
者
自
身
が
経
済
、
文
化
、
そ

の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
社
会
活
動
に
積
極
的
に
参

加
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め
設
け
ら
れ
た
も
の
で

す
。
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
、
障
害
の
発
生
、
身

体
機
能
の
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、
身
体

に
障
害
を
持
つ
方
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
県
内
で

は
、
障
害
を
持
つ
方
が
約
十
四
万
四
千
人
、
市
内

に
も
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
約
三
千
八
百
人
、
知

的
・
精
神
に
障
害
を
持
つ
方
約
四
百
五
十
人
が
共

に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
方
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
障
害
と
闘
い
な
が
ら
、
職
業
や

家
庭
を
持
ち
、
社
会
生
活
を
送
っ

て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

し
か
し
、
障
害
を
持
っ
て
い
る
方

の
中
に
は
、
就
業
や
社
会
活
動
、

日
常
生
活
で
厳
し
い
制
約
を
受
け

る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

働
く
意
欲
が
あ
っ
て
も
受
け
入
れ

社
会
参
加
を
目
指
し
て

地
　
域
　
支
　
援

て
く
れ
る
職
場
が
少
な
か
っ
た
り
、

目
の
不
自
由
な
人
や
車
椅
子
利
用

者
が
何
の
不
自
由
も
な
く
安
心
し

て
移
動
で
き
る
空
間
が
限
ら
れ
て

い
た
り
、
交
通
機
関
や
施
設
な
ど

が
十
分
に
障
害
を
持
つ
方
の
利
用

に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
社

会
的
あ
る
い
は
物
理
的
な
バ
リ
ア

（
障
害
者
の
社
会
活
動
を
妨
げ
る
障

壁
）
が
、
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
障
害
を

持
つ
方
た
ち
は
、
社
会
的
な
自
立

と
、
よ
り
広
範
な
社
会
参
加
を
目

指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

障
害
を
持
つ
方
た
ち
が
、
よ
り

積
極
的
・
効
果
的
に
社
会
参
加
を

進
め
る
た
め
に
は
、
職
場
や
学
校
、

地
域
で
接
す
る
人
た
ち
の
理
解
あ

る
支
援
が
と
て
も
重
要
に
な
り
ま

す
。
み
ん
な
で
理
解
し
合
い
、
助

け
合
い
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
実
現
に
協
力
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

※
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

は
…
障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ

ら
ず
、
だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
人

格
が
尊
重
さ
れ
、
対
等
で
主
体
的

な
生
活
を
地
域
社
会
の
中
で
送
れ

る
よ
う
保
障
し
よ
う
と
す
る
人

権
・
平
等
思
想
の
一
つ
で
す
。

地
域
で
は
、
障
害
の
重
い
方
た

ち
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す

る
た
め
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

目
の
不
自
由
な
方
へ
の
点
訳
や

朗
読
、
耳
の
不
自
由
な
方
へ
の
手

話
通
訳
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
や
貴
重
な
生
活
情
報
、
新
し

い
知
識
の
吸
収
な
ど
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
福
祉
施
設
に
通
う
園
児

や
園
生
、
家
族
と
共
に
楽
し
い
生

活
や
、
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
て
も
ら
う
た
め
の
さ
ま
ざ

ま
な
行
事
の
開
催
や
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
障
害
を
持
つ
方
の
社
会

参
加
を
よ
り
促
進
し
て
い
く
た
め

に
行
政
や
各
種
団
体
、
企
業
、
自

治
会
な
ど
地
域
ぐ
る
み
で
の
支
え

合
い
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

障
害
者
週
間
の
期
間
中
に
、
障

害
者
団
体
の
活
動
や
福
祉
施
策
の

概
要
な
ど
を
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽
期
間
＝
12
月
５
日
�
〜
12
日

�
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
参
加
団
体
＝
身
体
障
害
者

福
祉
会
、
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
、

よ
つ
ば
会
、
心
の
泉
会
、
地
域
で

生
き
る
会
、
つ
つ
じ
園
、
南
天
の

木
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

つ
ば
さ
学
園
、
さ
つ
き
園
ほ
か

問い合わせ
障害者支援課
�50－6081

「
障
害
者
の
日
」

展
示
会

今
月
5
日
か
ら
市
役
所

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

冬
を
彩
る
シ
ク
ラ
メ
ン

出
番
に
向
け
て
調
整
中

冬
の
観
賞
用
の
花
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
る
シ
ク

ラ
メ
ン
。
こ
こ
、
県
立
流

山
高
等
学
校
の
実
習
温
室

で
は
、園
芸
科
の
生
徒
が
、

シ
ク
ラ
メ
ン
の「
葉
組
み
」

と
呼
ば
れ
る
作
業
に
追
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
作
業

は
、
シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
の

中
央
に
花
を
寄
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
形
が
整
い
、
つ

ぼ
み
に
光
が
当
た
り
、
元

気
に
育
つ
よ
う
に
と
行
わ

れ
ま
す
。

種
ま
き
か
ら
ち
ょ
う
ど

一
年
。
愛
情
を
込
め
て
育

て
た
シ
ク
ラ
メ
ン
約
六
〇

〇
鉢
。

さ
あ
、
出
番
…
。

き
ょ
う
一
日
か
ら
来
年
一
月

十
五
日
ま
で
は
「
不
法
投
棄
防

止
強
調
期
間
」
で
す
。

市
で
は
、
こ
と
し
か
ら
業
者

委
託
に
よ
る
不
法
投
棄
パ
ト
ロ

ー
ル
お
よ
び
撤
去
充
実
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
市
内
全
域
を

パ
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
早
期
発

見
、
撤
去
・
回
収
に
努
め
る
な

ど
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
は
、
大
掃
除
な
ど

で
出
た
ご
み
を
適
正
に
処
理
せ

ず
に
、
山
林
な
ど
に
不
法
投
棄

す
る
心
な
い
行
為
が
見
受
け
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
投
棄
物
を
発

見
し
た
ら
警
察
等
と
連
携
し
、

投
棄
者
を
追
跡
調
査
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

も
し
、
ご
み
が
捨
て
ら
れ
て

い
る
現
場
な
ど
を
見
つ
け
た
と

き
は
、
環
境
保
全
課
に
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
第
四
回
定
例
市
議

会
が
、
十
一
月
三
十
日
か
ら
開
会

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
「
流
山
市
火

災
予
防
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
」
の
制
定
の
ほ
か
、
一
般
会

計
の
補
正
予
算
な
ど
、
八
議
案
が

審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
き
れ
い
で

住
み
よ
い
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

□問
環
境
保
全
課
�
50
―

６
０
８
３

や
め
よ
う
不
法
投
棄

ル
ー
ル
を
守
っ
て

住
み
よ
い
ま
ち
に

11
月
30
日
か
ら
開
会
中

大そうじはお早めに
年末のごみ収集日 □問清掃事務所

�54－5501

収集曜日（地区） 12月最終収集日 1月収集開始日
可
燃
ご
み

不
燃
ご
み

資
源
物
、
有
害
・
危
険
ご
み

月 ・ 木 曜 地 区
火 ・ 金 曜 地 区
水 ・ 土 曜 地 区
月 曜 地 区
火 曜 地 区
水 曜 地 区
木 曜 地 区
金 曜 地 区
第１・３月曜地区
第１・３火曜地区
第１・３水曜地区
第１・３木曜地区
第１・３金曜地区
第１・３土曜地区
第２・４月曜地区
第２・４火曜地区
第２・４水曜地区
第２・４木曜地区
第２・４金曜地区
第２・４土曜地区

28日�

29日�

30日�

25日�

26日�

27日�

28日�

29日�

18日�

19日�

20日�

21日�

15日�

16日�

25日�

26日�

27日�

28日�

22日�

23日�

４日�

５日�

６日�

８日�

９日�

10日�

４日�

５日�

15日�

16日�

17日�

４日�

５日�

６日�

８日�

９日�

10日�

11日�

12日�

13日�

第
４
回

定
例
市
議
会

祝日も家庭ごみを収集しています
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国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

相
談
会
を
今
月
十
二
日
か
ら

市
役
所
お
よ
び
市
内
四
会
場

で
開
き
ま
す
。
対
象
は
、
国

民
健
康
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
。
対
象
者
に
は
「
納

付
相
談
通
知
」
を
送
付
し
ま

し
た
。

特
別
な
事
情
が
な
く
国
民

健
康
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
方
に
対
し
て
市
で
は
、
保

険
証
に
代
え
て
「
資
格
証
明

書
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ

れ
る
と
、
保
険
診
療
で
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
診

療
費
の
全
額
を
医
療
機
関
の

窓
口
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
高
額
療
養
費
な

ど
の
給
付
金
も
一
時
差
し
止

め
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
不
便
を
防
ぐ

た
め
、
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
方
は
、
必
ず
納
付
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
の
納

め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

【
納
付
相
談
】

▽
期
日
／
会
場
＝
①
12
日

�
／
北
部
公
民
館
②
13
日

�
／
初
石
公
民
館
③
14
日

�
／
南
流
山
セ
ン
タ
ー
④
15

日
�
／
東
部
公
民
館
⑤
17
日

�
／
市
役
所
▽
時
間
＝
①
〜
④

は
13
時
30
分
〜
16
時
30
分
⑤

は
10
時
〜
16
時
30
分
※
日
程

が
合
わ
な
い
方
は
国
保
年
金
課

へ
連
絡
を

□問
国
保
年
金
課
�
50
―

６
０

７
７

国 民 健 康
保 険 料

5
会
場
で
納
付
相
談
会

17
日
に
は
市
役
所
で

休
日
窓
口
を
開
設

今月10日から平成13年１月３日まで、県下一斉に年末年始の交通事故防止運動

を展開します。特に年末年始は、交通量の増加に伴う道路の混雑に加え、飲酒の

機会が多くなることなどにより交通事故の多発が予想されます。

期間中は、警察署、交通安全協会などと協力し、街頭ＰＲや交通取り締まりの

強化をします。

【重点目標】

・シートベルトとチャイルドシ

ートの着用の徹底

・高齢者の交通事故防止

・夜間（特に薄暮時）の交通事

故防止

・飲酒・無謀運転の追放

□問生活安全課�50－６０７８

流山警察署�59－０１１０

12月10日～来年1月3日

年末年始の交通事故防止運動を展開
～のみませんしめますベルトと気のゆるみ～

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
、「
人
権
週
間
」
で
す
。

人
は
誰
で
も
「
幸
福
な
生
活
を

送
る
権
利
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
人
権
」
で
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
権
利
で
す
。

し
か
し
、
い
じ
め
や
体
罰
、
部

落
や
女
性
の
差
別
問
題
、
外
国
人

の
問
題
、
家
庭
内
（
夫
婦
、
親
子
、

結
婚
、
離
婚
、
扶
養
、
相
続
な
ど
）、

借
地
借
家
、
近
所
間
の
も
め
ご

と
や
悩
み
ご
と

―
な
ど
、
毎
日

の
暮
ら
し
の
中
で
人
権
を
お
び
や

か
さ
れ
る
問
題
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

人
権
問
題
で
困
っ
た
と
き
は
、

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
「
悩

み
ご
と
相
談
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
人
権
擁
護
委
員
（
下
表
参
照
）

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
、
毎
週
火
曜
（
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
）
に
市
民

相
談
室
で
受
け
て
い
ま
す
。
費
用

は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相
談
は
、

人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で
随
時
受

け
て
い
ま
す
。

□問
秘
書
広
報
課
・
市
民
相
談
室

�
58
―

１
６
１
６

ひとりで悩まず相談を…
人権擁護委員が相談に対応

12月4日～10日は人権週間

ひとりで悩まず相談を…

皆さんの相談に応じる本市の人権擁護委員

氏　　名 住　　所 電話番号

米山　孝平

箕浦　耐子

佐々木亮二

田中　清司

中村　隆信

中山かつ江

東初石1－183－21

江戸川台東4－401

松ケ丘4－505－136

中野久木353

西深井434

思井640

52－8546

55－2573

44－7781

52－7166

52－0052

58－0170

中
高
齢
者
の
学
習
の
場
「
老
人
大
学
」

時
代
に
合
っ
た
「
新
名
称
」
募
集

中
高
齢
者
の
学
習
の
場
と
し

て
人
気
の
「
流
山
市
老
人
大
学
」

の
新
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

老
人
大
学
で
は
、
現
在
、
第

十
六
期
三
百
八
十
五
人
が
、
市

内
五
か
所
で
一
般
教
養
と
専
門

科
目
を
二
年
間
か
け
て
学
ん
で

い
る
伝
統
あ
る
学
習
の
場
で

す
。「

老
人
大
学
」
と
い
う
名
称

が
、
い
ま
の
時
代
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
名
称
を
募
集
す
る

も
の
で
す
。

ぜ
ひ
、
二
十
一
世
紀
に
ふ
さ

わ
し
い
中
高
齢
者
の
学
習
機
会

の
名
付
け
親
に
な
っ
て
く
だ
さ

い
。最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
方
に

は
、
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

な
お
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た

作
品
を
一
部
直
さ
せ
て
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
応
募
方
法
＝
ハ
ガ
キ
に
新

名
称
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
平
成
13
年
１
月

７
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１
―

16
―

２
流
山
市
文
化
会
館
へ
※

フ
ァ
ッ
ク
ス
も
可

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
八

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
、

約
千
三
百
人
の
方
が
介
護
保
険
に
よ
る

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
た
め
に
は
、
介
護
が
必
要
か
ど
う
か

の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
、
そ

の
結
果
に
合
わ
せ
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画

（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
が
作
成
さ
れ
、
は
じ
め

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
要
支
援
・
要
介
護
認
定
に
は
、

原
則
六
か
月
間
の
有
効
期
間
が
あ
り
、

引
き
続
き
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
、
更
新
申
請

の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

更
新
申
請
の
手
続
き
は
、
有
効
期
間

終
了
の
六
十
日
前
か
ら
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
介
護
保
険
証
に
記
載
さ
れ

て
い
る
認
定
有
効
期
間
を
確
認
の
う
え
、

早
め
に
更
新
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

ま
た
、
新
規
や
区
分
変
更
の
申
請
も

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
介
護

が
必
要
と
な
っ
た
方
は
、
介
護
支
援
課

ま
た
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

認定有効期間を確認し、

早めに更新手続きを

介 護 保 険

古
典
芸
能
へ
の
関
心
と
知
識
を

深
め
て
も
ら
お
う
と
、
古
典
芸
能

鑑
賞
会
「
歌
舞
伎
」
を
来
年
一
月

十
一
日
に
開
き
ま
す
。

今
回
の
演
目
は
、「
舞
妓
の
花

宴
（
し
ら
び
ょ
う
し
の
は
な
の
え

ん
）」「
奥
州
安
達
原
（
お
う
し
ゅ

う
あ
だ
ち
が
は
ら
）」。
出
演
は
、

中
村
吉
右
衛
門
、
中
村
松
江
、
中

村
梅
玉
ほ
か
。

▽
期
日
＝
平
成
13
年
１
月
11

日
�
▽
公
演
場
所
＝
国
立
劇
場

（
東
京
都
千
代
田
区
）
▽
バ
ス
乗

車
場
所
（
時
間
）
＝
①
江
戸
川
台

駅
西
口
（
８
時
45
分
）
―

国
立
劇

場
②
流
山
駅
東
口
（
８
時
15
分
）

―

東
部
公
民
館
（
８
時
30
分
）
―

南
流
山
セ
ン
タ
ー
（
８
時
45
分
）

―

国
立
劇
場
※
公
演
は
12
時
〜
16

時
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／
90
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝
６
５

８
０
円
（
返
信
ハ
ガ
キ
到
着
後
、

銀
行
振
り
込
み
）
▽
交
通
手
段
＝

市
教
委
バ
ス
▽
応
募
方
法
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
「
古
典
芸
能
鑑
賞
会
参

加
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
乗
車
場
所
を

明
記
（
返
信
用
に
も
住
所
、
氏
名

を
記
入
）
し
、
12
月
14
日
（
消

印
有
効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０

１
９
２
流
山
市
役
所
社
会
教
育
課

へ
※
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
記

入
可□問

社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０

６

出
演
は
中
村
吉
右
衛
門
ほ
か

英語の次に世界の広い地域で話されて

いるスペイン語を学んでもらい、国際交

流の輪を広げてもらおうと、市国際交流

協会の主催で、スペイン語講座を開講し

ます。

講座では、スペイン語を母国語とする

講師が分かりやすく指導します。

▽日程＝平成13年１月～３月の第１・

３木曜▽時間＝10時～11時30分▽場所＝

北部公民館▽対象／定員＝市民／12人

（多数抽選）▽受講料＝４０００円（３

か月分、教材費自己負担）▽申し込み＝

往復ハガキに「スペイン語講座希望」、

住所、氏名、電話番号を明記し、12月14

日（必着）までに〒２７０－０１９２流

山市役所企画調整課へ

□問企画調整課内・国際交流協会事務局

�50－６０６４

スペイン語を学んで
広げよう国際交流の輪
母国語講師が
分かりやすく指導

□問
文
化
会
館
�
58
―

３

４
６
２
�
58
―

３
４
４
２

大
勢
が
出
席
し
た
入
学
式



（３） 平成12年12月１日（金曜日） 第９８３号

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�58-1435／江戸川台保育所 
�52-0648／向小金保育所�74-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

発 達 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

13：00～16：00

９：00～17：00

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜23日は除く 

10：00～16：00

毎週月～金曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

同相談室 
�58-1616

同センター 
�58-0999

�50-6081

同相談室 
�58-4144

同センター相談室 
�55-5885

同センター相談室 
�58-7830

同学園 

年 金 相 談  

�54-4822

�50-6081

�50-6079

�50-6110

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

国保年金課 

社会福祉課 

�59-4735

�50-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜 

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 

今月は開催しません 

26日・28日は除く※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

子育て支援センターゆうゆう�44-7926育 児 相 談  9：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

10：00～15：00毎月第３水曜 

毎週土・日曜 

※要電話予約 

毎月第３月曜 
※要電話予約 

10：00～15：00

市 民 相 談 室  

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  

23日は除く 

13：00～16：00毎月第２日曜 

南 流 山 セ ン タ ー  10：00～15：0012月8日 
※要電話予約 

〃 10：00～15：00毎週火曜 
26日は除く※要電話予約 

インフルエンザにご用心

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 保健センター  

保健センター  

保健センター  
南流山センター 

妊娠5～8か月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で。
※8日からの参加者は4日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  15日　10：15～10：30－日 
4～5か月児対象。母子健康手帳、器とスプ
ーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ か 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

18日・19日 
12：45～13：45 保健センター  平成12年8月生まれの乳児対象 

1 歳 6 か 月 児  
健 康 診 査  

12日・13日 
12：45～13：45

12：30～12：50

保健センター  

5日・6日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

20日　13：00～14：00 保健センター  

平成11年5月生まれの幼児対象 

平成９年９月生まれの幼児対象 
発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

20日　13：00～14：00

14日　９：30～10：30
－日 
－日 

発達などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  

発 達 相 談  

１歳未満の乳児対象。育児・健康相談。母
子健康手帳を持参 すくすく健康相談 

0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
4日・11日・25日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

21日※時間は申し込
み者に個人通知 

保健センター  
2歳2か月児対象（25日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6か月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり。11日までに申し込みを 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相談、
軽体操など。健康手帳・検診記録カードを持って
いる方は持参 

リハビリ教室  

月曜コース 
4日・11日・18日 

6日・13日・20日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保 健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  21日　13：00～14：00 柏 保 健 所  整形外科的な心配のある18歳未満の子ども対象。母子健康手帳を持参 

発 達 相 談  21日　13：00～14：00 柏 保 健 所  
首が座らない、歩かないなど発達の遅れが心配
な0～1歳児対象。母子健康手帳を持参※要予
約 

心の健康相談  １日・８日・15日・22日 14：00～16：00
柏 保 健 所  精神病や精神神経症など、心の病で悩んでいる方対象。医師による相談は要予約 

保健センター  

21日　10：00～15：00
向小金福祉会館 15日　10：00～15：00
赤城福祉会館  

保健センター  

保健センター  

9～12か月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 

１日・８日・15日・22日 

※8日は９：45～10：00

キ ッ ズ  

 

14日　９：30～11：30

南流山福祉会館 

東 部 公 民 館  
南流山福祉会館 

－日 

南流山福祉会館 

22日  　9：45～10：00

22日　９：45～11：00

相談あんない

保健あんない〈 〉保健センター
�54－0331

〈 〉柏 保 健 所
�67－1255

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届
かない場合は保健センターへ問い合わせを

休 日 の
救急医療

▽受付時間は、
9時～11時30分、13
時～16時30分（歯
科は11時30分ま
で）＝休日診療所
�55－3456
▽夜間は、市内

の医療機関が当番
制で診療。当番医
はあらかじめ市消
防本部�58－0119
で確認を

気温が下がり、空気が乾燥するこの季節、風

邪やインフルエンザが流行しやすくなります。

「かかったかな」と思ったら風邪だと軽く考え

ず安静にして休養をとり、早めに医師の診断を

受けることが大切です。

また、予防策として①こまめに手を洗い、う

がいをする②バランスのよい食事と十分な睡眠

をとる③室内を乾燥させない④なるべく人込み

を避ける―などに注意しましょう。

□問保健推進課�54－０３３１

徳川写真館partⅢ
▽日程＝12月23日�～平成13年２月
18日�（月曜および年末年始は休館）
▽時間＝９時30分～17時（入館は16時
30分まで）▽内容＝徳川家に残る写真
の展示▽場所＝戸定歴史館
□問戸定歴史館�０４７－３６２－２
０５０

冬休みこども劇場
▽日時＝12月24日�14時（開場）～
▽場所＝我孫子市民会館▽内容＝人形
劇団むすび座による「西遊記」の上演
▽入場料＝１人券：１,０００円、２人
券：１,８００円（全席自由）※３歳以
下無料
□問文化課�85－１１５１

野田市市制施行50周年記念「伍代夏
子コンサート」
▽日程＝12月３日�①昼の部…13時
30分（開場）～②夜の部…17時30分
（開場）～▽場所＝野田市文化会館▽入
場料＝Ｓ席：６,０００円、Ａ席：５,０
００円
□問野田市文化会館�２４－１５５５

このコーナーは、近くのまちで
行われる催し物の情報を皆さんに
お知らせするため、毎月掲載して
います。
近くまで出かけたときなどに

「ぶらっと」立ち寄ってみてはい
かがですか。

松 戸 市

我孫子市

野 田 市

年
忘
れ

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
家

の
中
に
こ
も
っ
て
い
な
い
で
、
こ

ん
な
と
き
こ
そ
外
で
体
を
動
か
し

て
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。

市
教
育
委
員
会
と
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
で

は
、「
年
忘
れ
！！
宣
言
タ
イ
ム
ジ

ョ
ギ
ン
グ
＆
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大

会
」
を
開
催
し
ま
す
。

宣
言
タ
イ
ム
ジ
ョ
ギ
ン
グ
と

は
、
自
分
で
何
分
で
走
る
か
を
決

め
て
か
ら
走
る
も
の
で
、
無
理
せ

ず
楽
し
く
走
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
後
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
が
丁
寧
に

教
え
ま
す
の
で
、
心
配
い
り
ま
せ

ん
。▽

期
日
＝
12
月
17
日
�
※
雨

天
時
は
東
小
学
校
体
育
館
で
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
み
実
施
▽
集

合
場
所
（
受
け
付
け
時
間
）
＝
東

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
７
時
30
分
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
汗

ふ
き
タ
オ
ル
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
集
合
場
所
へ

□問
社
会
体
育
課
�
59
―

１
２
１

２

宣
言
タ
イ
ム
ジ
ョ
ギ
ン
グ
＆

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

！！

一茶双樹記念館では、毎月第２・４日曜に呈茶を行っています。
呈茶は、作法にとらわれず、お茶を楽しむものです。双樹亭の座敷や縁側
で枯山水の庭園を眺めながら、季節感を味わってみてはいかがですか。
また、来年１月８日�は、新成人を迎えた方に限り、入館料および呈茶料
金を無料とします。なお、当日は室内の一部をライトアップしますので、「成人
の日」の思い出に情緒あふれる記念写真をお撮りください。（カメラ等持参）
日時 毎月第２・４日曜および１月８日�10時～15時

※12月24日と平成13年１月14日は開催しません
場所 一茶双樹記念館（協力：流山市茶道親和会）
料金 ３００円（入館料１００円は別途）
□問一茶双樹記念館�50－５７５０

毎日の暮らしの中で起きてくる
女性の悩みについての相談を県女
性センターで行っています。
また、弁護士や精神科医による
専門相談も行っています。
悩んだときには、お気軽にご利
用ください。
▽電話相談＝毎週水・金～日曜
９時30分～16時、毎週火・木曜９
時30分～20時▽一般面接相談＝毎
週水曜※時間は事前に電話で予約
▽専門相談＝①心の相談…第３火
曜②法律相談…第４木曜③フェミ
ニストカウンセリング…毎週金曜
※時間は事前に電話で予約
□問県女性センター相談室�40－
８６０５

東葛地区の文化・芸術振興に寄

与した個人や団体に贈られる「第

10回ヌーベル文化賞」の受賞者が

このほど決まり、本市の編集者・

大出俊幸さんが受賞しました。

大出さんは、中学校での教員生

活を経て編集者となり、新撰組の

生き残りの一人永倉新八の自叙伝

「新撰組顛末記」の出版に編集者と

して携わり、新撰組ブームの仕掛

人となりました。

また、「流山市立博物館友の会」

の副会長を務めるなど、地域の文

化活動や多くの歴史小説家の発掘

などに大きく貢献しています。

新撰組顛末記の大出俊幸さん
ヌーベル文化賞を受賞

県女性センター（柏市）
各種相談窓口を開設

毎月第2・4日曜

一茶双樹記念館で呈茶を
来年1月8日�新成人は無料

※年末年始の業務については
事前に問い合わせを



平成12年12月１日（金曜日） （４）

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
や
県
か

ら
の
補
助
金
、
市
の
財
産
、
借
り
て
い
る
お
金
な
ど
が
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
市
で
は

条
例
に
基
づ
き
、
年
二
回
、
皆
さ
ん
の
家
庭
の
家
計
簿
に
当
た

る
市
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
「
平
成
十

一
年
度
決
算
」
と
「
平
成
十
二
年
度
上
半
期
予
算
（
四
月
一
日

〜
九
月
三
十
日
）
の
執
行
状
況
」
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

主
な
項
目
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成11年度一般会計の決算状況は、歳入が38
１億8183万２千円、歳出が363億799万５千円で、
前年度と比較すると歳入で6.4％、歳出で6.2％の
増加となり、収支は18億7383万７千円となりま
した。
本格的な景気回復に転じる気配が見えず、引

き続き厳しい財政状況が続いています。平成11
年度の決算は黒字になりましたが、収入の中心
となる税収の伸びは期待できず、地方債につい
ても、将来の財政負担を考慮し、必要最小限に
努めている状況です。
常磐新線関連事業や一般廃棄物処理施設整備

をはじめとし、少子・高齢化社会に向けた総合

的な地域福祉施策の充実など、市民生活に直結
した施策や事業を停滞させることはできません。
このため市では、平成11年度から取り組んで

いる第３次行政改革などにより、効果的な経費
の支出、および税収の確保、受益者負担の適正
化等により財源の確保に努めています。さらに、
本年度が初年度となる流山市基本構想の将来都
市像「豊かな自然や歴史・文化を活かし、市民
が真の豊かさを実感できるまち『みんなでつく
ろう価値ある流山』」の実現のため、「市民生活
優先」の諸事業を推進しています。

平成11年度決算
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aaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaaa用語の説明
一 般 会 計 市政を運営していくための基本的な経費を計上した会計

特 別 会 計 特定の事業を行うとき、一般会計と別に処理する会計

水道事業会計 地方公営企業法の適用を受ける水道事業の会計

市　　　　　　税 市民税、固定資産税、都市計画税、市た

ばこ税など市に納付された税金

地 方 交 付 税 市が標準的な仕事をしていくうえで必要

な経費を算出し、国から交付されたもの

国 庫 支 出 金 特定の事業を行うときに国から支出され

たお金。負担金、補助金、委託金の３種

類がある

地方消費税交付金 県税として徴収した租税が市に交付され

たもの

市　　　　　　債 その年の収入では賄えない大きな事業を

行うため、市が国や銀行などから借りた

お金

そ　　の　　他 繰越金（前年度から受け入れたお金）、

県支出金（県が交付する負担金、補助金、

委託金）、市の施設の使用料、住民票や

各種証明書などの交付手数料など

総 務 費 市役所の管理・運営、徴税事

務、戸籍関係事務、選挙、統

計調査、広報、コミュニティ

の推進などの経費

民 生 費 福祉手当、生活保護、福祉会

館、保育所の運営などの経費

衛 生 費 健康診断、予防接種、公害対

策、ごみ処理などの経費

土 木 費 道路、公園、河川の建設や管

理などの経費

教 育 費 小・中学校などの教育関係、

文化・スポーツの振興などの

経費

そ の 他 公債費（市債の返済に充てる

もの）、消防費、商工費、議

会費など

（歳　　入） （歳　　出）

一 般 会 計

一般会計決算（歳入）

予 算 額 374億2294万3000円

収入済額 381億8183万2000円

収入割合 102.0％（対予算比）

一般会計決算（歳出）

予 算 額 374億2294万3000円

支出済額 363億 799万5000円

支出割合 97.0％（対予算比）

市税の歳入に占める割合の推移

上は市税の収入済額
下は全体の収入済額

グラフ上の数字

％

％）

％）

ー

ど

他

人

人

問い合わせ
財政課�50－6071
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用語の説明

地方特例交付金 市税の恒久減税に伴う減収分が国から
補てんされるもの

そ の 他 市債、県支出金、繰越金、地方消費税
交付金など

その他 公債費、消防費、議会費など

（歳　　入） （歳　　出）

特 別 会 計

特 別 会 計

一 般 会 計

水道事業会計

水道事業会計

市債の内訳

市民の負担額と使った額

特別会計 区分 予算額 収支済額 対予算比率

土 地 取 得

特 別 会 計
614,887

7,735,907

614,886

614,886

7,617,063

7,481,977

8,938,856

8,938,856

4,415,962

3,948,849

184,322

174,882

100.00

100.00

98.46

96.72

100.00

100.00

97.65

87.32

90.45

85.81

8,938,857

4,522,354

203,794

国民健康保険

特 別 会 計

老人保健医療

特 別 会 計

公 共 下 水 道

特 別 会 計

西平井・鰭ケ崎
土地区画整理事業
特 別 会 計

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

単位：千円、％

①収益合計（水道料金など）
2,884,179,388円

②費用合計（原水、浄水費など）
2,704,104,412円

③当年度純利益（①－②） 180,074,976円

営 業 収 益 2,865,505,378円（99.4％）
営業外収益等 18,674,010円（0.6％）



内訳

営 業 費 用 2,603,341,149円（96.3％）
営業外費用等 100,763,263円（3.7％）



内訳

市有財産
の状況 単位：千円、％

①収益合計（水道料金など）
1,491,204,998円

②費用合計（原水、浄水費など）
1,337,019,570円

③当期純利益（①－②） 154,185,428円

営 業 収 益 1,467,610,145円 （98.4％）
営業外収益等 23,594,853円 （1.6％）



内訳

営 業 費 用 1,285,676,252円 （96.2％）
営業外費用等 51,343,318円 （3.8％）





内訳

道 路 や 公 園 の

整備・取得など

16,587,539千円

ケ ア セ ン タ ー

建 設 な ど

354,030千円

図書館の建設、

学校の改修工事など

5,559,821千円

市 営 住 宅 の

建 設 な ど

911,432千円

そ の 他

2,262,893千円

市民税等減税や

税 収 の 補 て ん

7,357,178千円

330億3289万3000円

市民一人当りの負担額

皆さんの暮らしにかかわる事業に使ったお金（歳出）を人

口で割ったもの（歳出÷人口） 241,456円

金額の算出基礎数値（人口）
（平成12年3月31日現在） 150,371人
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平成12年度予算の執行状況
（平成12年9月30日現在）

歳　入

予 算 額
354億9186万7000円
収入済額
173億9389万1000円
収入割合
49.0％（対予算比）

歳　出

予 算 額
354億9186万7000円
支出済額
141億 592万1000円
支出割合
39.7％（対予算比）

基
金
等

26,177,579千円

市民一人当りに使った額

特別会計 区分 予算額 収支済額 対予算比率

土 地 取 得
特 別 会 計

1,490,161

8,359,973

299,605

299,103

3,176,688

3,186,323

3,460,651

3,760,342

1,904,729

1,003,404

79,440

71,051

20.11

20.07

38.00

38.11

38.12

41.42

45.54

23.99

39.67

35.48

9,079,386

4,182,186

200,233

国民健康保険
特 別 会 計

老人保健医療
特 別 会 計

公 共 下 水 道
特 別 会 計

西平井・鰭ケ崎
土地区画整理事業
特 別 会 計

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

歳入

歳出

1,092,211

823,451

31.60

23.83
3,455,848

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入

歳出

建
　
物

247,140�

土
　
地

1,290,182�

市民税や固定資産税などの市税収入を人口で割ったもの

（市税÷人口） 136,238円
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そ
の
他

【
美
術
家
協
会
会
員
展
（
１
日
�
〜
28
日
�
）】

市
美
術
家
協
会
会
員
に
よ
る
絵
画
七
点
の
展
示
を
行

い
ま
す
。

□問
社
会
教
育
課
�
50
―

６
１
０
６

縦
　
　
　
覧

講
座
・
講
演

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

このコーナーへ情報を掲載したい方は、「広報

ながれやま情報BOX掲載申込書」によりお申し込

みください。申込書は秘書広報課、各公民館、南

流山センター、各福祉会館、森の図書館、市民総

合体育館にあります。申込書に必要事項を記入し、

直接または郵送で秘書広報課へ（ファックス50－

0111も可）。申し込みが多い場合は、紙面の都合

で掲載できない場合もあります。

【掲載ご希望の方は…】

東
葛
飾
地
域
障
害
福
祉
講
座

▽
日
時
＝
12
月
20
日
�
13
時

30
分
〜
16
時
▽
会
場
＝
メ
デ
ィ

ア
パ
ー
ク
市
川
（
市
川
市
）
▽
定

員
＝
１
０
０
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
と

盲
導
犬
の
役
割
に
つ
い
て
▽
申
し

込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
障
害
福

祉
講
座
受
講
希
望
」、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
返
信
先
を
明
記

し
、
12
月
11
日
ま
で
に
〒
２
７

１
―

８
５
６
０
東
葛
飾
支
庁
社
会

福
祉
課
へ

□問
東
葛
飾
支
庁
社
会
福
祉
課
�

０
４
７
―

３
６
１
―

４
０
７
７
　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
造
設
者
）
社
会
適
応
訓

練
講
習
会

▽
日
時
＝
12
月
10
日
�
12
時

〜
16
時
▽
会
場
＝
サ
ン
ロ
ー
ド
津

田
沼
（
習
志
野
市
）
▽
参
加
費
＝

無
料
※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
�
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
千

葉
県
支
部
�
０
４
７
―

４
５
２
―

６
４
３
３
（
月
・
火
・
金
曜
の
み
）

正
月
用
生
け
花
講
習
会
（
泉
の

会
主
催
）
＝
12
月
26
日
�
13
時

〜
14
時
30
分
、
初
石
公
民
館
。

参
加
費
３
０
０
０
円
（
材
料
費
含

む
）。
花
ば
さ
み
持
参
。
先
着
10

人
□問
本
間
�
55
―

２
３
７
１

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
・
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
＝
12
月
14
日

�
13
時
〜
17
時
、
南
流
山
セ
ン

タ
ー
。
参
加
費
３
５
０
０
円
。
先

着
20
人
□問
深
津
�
58
―

７
８
９
２

オ
ペ
レ
ッ
タ
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の

音
楽
隊
」（
障
害
児
と
共
に
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
観
る
実
行
委
員
会
主

催
）
＝
①
12
月
15
日
�
14
時
〜

②
16
日
�
13
時
30
分
〜
、
野
田

市
文
化
会
館
。
入
場
無
料
□問
宮
本

�
52
―

７
５
３
９

ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
〜
バ

イ
オ
リ
ニ
ス
ト
松
本
優
子
さ
ん
を

迎
え
て
〜
＝
12
月
10
日
�
14
時

30
分
（
開
場
）
〜
、
初
石
公
民
館
。

入
場
無
料
□問
武
井
�
53
―

５
１
７

４
★
臨
時
職
員
（
保
育
士
）
の
登

録
者
の
募
集

市立図書館は、年末年始の12月28日�
から平成13年１月５日�まで休館となり
ます。
この休館に伴い図書返却ボックスも12
月28日�15時から、平成13年１月４日�
10時まで閉鎖します。
□問中央図書館�59－４６４６

年末年始の図書館の休館
返却ボックスの閉鎖

★
流
山
都
市
計
画
事
業
西
平

井
・
鰭
ケ
崎
地
区
一
体
型
特
定
土

地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画
変

更
図
書
の
縦
覧

▽
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17
時

▽
場
所
＝
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区

区
画
整
理
事
務
所
▽
内
容
＝
11
月

15
日
付
け
で
事
業
計
画
を
変
更
し

た
の
で
、
関
係
図
書
を
縦
覧

□問
西
平
井
・
鰭
ケ
崎
地
区
区
画

整
理
事
務
所
�
50
―

６
０
９
１

流
山
都
市
計
画
の
変
更
案
の
縦

覧
▽
縦
覧
期
間
＝
12
月
12
日
�

〜
26
日
�
（
土
・
日
曜
、
祝
日
お

よ
び
閉
庁
時
間
を
除
く
）
▽
場

所
＝
県
都
市
政
策
課
・
市
都
市
計

画
課
▽
内
容
＝
市
街
化
区
域
お
よ

び
市
街
化
調
整
区
域
に
関
す
る
都

市
計
画
（
線
引
き
）
の
変
更
案
※

今
回
は
市
街
化
区
域
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん

□問
県
都
市
政
策
課
�
０
４
３
―

２
２
３
―

３
３
７
５
／
市
都
市
計

画
課
�
50
―

６
０
８
７

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
保
育
所
▽

勤
務
時
間
＝
月
〜
金
曜
…
８
時
30

分
〜
17
時
／
土
曜
…
８
時
30
分

〜
12
時
▽
時
間
給
＝
９
０
０
円

（
交
通
費
別
途
支
給
）。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
人
事
課
�
50
―

６
０
６
８

学
童
保
育
所
の
指
導
員

【
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
】

▽
内
容
＝
南
流
山
小
学
校
と
鰭

ケ
崎
小
学
校
の
１
〜
３
年
生
の
放

課
後
の
保
育
▽
勤
務
地
＝
あ
す
な

ろ
学
童
ク
ラ
ブ（
木
）

□問
あ
す
な
ろ
学
童
ク
ラ
ブ
�
59

―

７
９
７
０

【
ち
び
っ
子
ク
ラ
ブ
】

▽
内
容
＝
流
山
北
小
学
校
の
１

〜
３
年
生
の
放
課
後
の
保
育
▽
勤

務
地
＝
ち
び
っ
子
ク
ラ
ブ
（
平
和

台
５
丁
目
）

□問
ち
び
っ
子
ク
ラ
ブ
�
59
―

５

９
２
１

市
母
子
寡
婦
福
祉
会
の
ク
リ
ス

マ
ス
会

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
13
時

30
分
〜
15
時
▽
場
所
＝
流
山
福

祉
会
館
▽
対
象
＝
市
内
の
母
子
父

子
家
庭
の
親
子
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
12
月
５
日
�
ま
で

に
電
話
で
母
子
福
祉
推
進
員
ま
た

は
児
童
家
庭
課
へ

□問
児
童
家
庭
課
�
50
―

６
０
８

２

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
個
別
相
談
会

▽
日
時
＝
12
月
12
日
�
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
県

民
相
談
室
（
県
庁
２
階
）
▽
相
談

人
数
＝
８
人
※
要
予
約
▽
内
容
＝

マ
ン
シ
ョ
ン
の
維
持
・
管
理
等
に

関
す
る
問
題
に
弁
護
士
、
建
築
士

が
個
別
に
相
談
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

□問
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
�
０

４
３
―

２
２
３
―

３
２
６
５

平
成
13
年
度
筑
波
大
学
附
属
盲

学
校
小
学
部
の
児
童
募
集

▽
募
集
人
員
＝
盲
学
級
１
年
…

６
人
、
弱
視
学
級
１
年
…
若
干
名

ほ
か
▽
出
願
期
間
＝
12
月
４
日
�

〜
８
日
�
▽
入
学
選
考
日
＝
平
成

13
年
１
月
23
日
�
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

□問
筑
波
大
学
附
属
盲
学
校
小
学

部
�
０
３
―

３
９
４
３
―

５
４
２

２
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア
・

in
ち
ば

▽
日
時
＝
12
月
16
日
�
12
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
会
場
＝
幕

張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
（
千
葉
市
）

▽
内
容
＝
社
会
福
祉
施
設
等
へ
就

職
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
行
う

個
別
面
談
等

□問
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
�
０

４
３
―

２
４
８
―

１
２
９
４

「
く
ら
し
と
お
金
体
験
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
の
募
集

「
わ
が
家
の
家
計
簿
・
生
活
設

計
」
な
ど
の
体
験
談
を
募
集
し
ま

す
。▽

募
集
期
間
＝
12
月
１
日
〜
平

成
13
年
２
月
20
日
（
当
日
消
印

有
効
）
▽
部
門
＝
①
お
金
の
育
て

方
、
守
り
方
②
わ
が
家
の
や
り
く

り
と
生
活
設
計
③
子
ど
も
と
お
金

▽
そ
の
他
＝
各
部
門
表
彰
・
賞
金

あ
り
※
形
式
、
応
募
方
法
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
貯
蓄
広
報
中
央
委
員
会
�
０

３
―

３
２
７
７
―

２
５
７
９

県
弁
護
士
会
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
・
法
廷
傍
聴
会

【
無
料
法
律
相
談
会
】

▽
日
時
＝
12
月
９
日
�
13
時

30
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
県
弁
護

士
会
松
戸
支
部
（
松
戸
市
）
▽
定

員
＝
15
人
（
先
着
順
）
※
要
予
約

▽
申
し
込
み
＝
12
月
５
日
�
10

時
か
ら
電
話
で
同
支
部
へ

【
法
廷
傍
聴
会
】

▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
12
時

30
分
〜
16
時
30
分
▽
場
所
＝
県

弁
護
士
会
松
戸
支
部
（
松
戸
市
）

▽
定
員
＝
25
人
（
先
着
順
）
※
要

予
約
▽
申
し
込
み
＝
12
月
６
日
�

10
時
か
ら
電
話
で
同
支
部
へ
※
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
県
弁
護
士
会
松
戸
支
部
�
０

４
７
―

３
６
６
―

６
６
１
１

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

▽
日
時
＝
12
月
16
日
�
13
時

〜
16
時
▽
会
場
＝
船
橋
中
央
公
民

館
（
船
橋
市
）
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
―

２
２
５
―

４
５
６
７

ピ
ヨ
ピ
ヨ
親
子
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ

ス
教
室
（
市
教
委
後
援
）
＝
12
月

29
日
�
10
時
〜
12
時
、
13
時
30

分
〜
15
時
30
分
（
各
80
組
１
６

０
人
・
先
着
順
）、
吉
田
記
念
テ

ニ
ス
研
修
セ
ン
タ
ー
。
テ
ニ
ス
を

し
た
こ
と
の
な
い
幼
稚
園
児
・
小

学
生
と
そ
の
親
対
象
。
親
子
１
組

５
０
０
円
。
き
ょ
う
か
ら
電
話
で

受
け
付
け
□問
吉
田
記
念
テ
ニ
ス
研

修
セ
ン
タ
ー
�
34
―

３
０
３
０

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
ス
ペ

シ
ャ
ル
（
市
立
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
グ
ル
ー
プ
栞
主
催
）
＝
①
12

月
２
日
�
15
時
〜
16
時
、
森
の

図
書
館
②
16
日
�
15
時
〜
16
時
、

中
央
図
書
館
。
参
加
費
無
料
□問
佐

藤
�
54
―

５
４
８
２

友
愛
セ
ー
ル
＝
12
月
16
日
�
10
時

〜
11
時
30
分
、
南
流
山
セ
ン
タ
ー

□問
杉
原
�
59
―

７
６
４
８(

18
時
〜
）

12月16日�から平成13年３月
31日�までの期間、芝の養生の
ため総合運動公園野球場を閉鎖
します。
□問社会体育課�59－１２１２

12月16日～平成13年3月31日
総合運動公園の
野球場を一時閉鎖

善

意
nnnnn

nnnnnn
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n

n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n【

社
会
福
祉
基
金
へ
】

▽
流
山
市
カ
ラ
オ
ケ
演
芸
協

会
＝
五
万
二
千
九
十
八
円
▽
吉
成

泰
典
（
木
）
＝
二
万
九
千
円
▽
名

陶
会
＝
十
万
円
▽
流
山
料
理
飲
食

店
組
合
＝
一
万
円

【
育
英
資
金
給
付
基
金
へ
】

▽
	
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
＝
十

万
円【

公
共
施
設
用
へ
】

▽
県
旅
行
業
協
会
東
葛
地
区
＝

車
椅
子
三
台
▽
�
松
戸
法
人
会
＝

車
椅
子
四
台
▽
Ｄ
・
Ａ
・
Ｄ
・
Ａ

（
車
椅
子
を
贈
る
ダ
ン
ス
の

会
）
＝
車
椅
子
二
台

【
東
深
井
福
祉
会
館
へ
】

▽
東
急
団
地
老
人
会
「
あ
じ
さ

い
会
」
＝
雑
巾
三
十
枚

きょう１日から県統計協会発
行の２００１年版県民手帳を企
画調整課窓口で頒布します。
・ ポケット版 ３５０円
・ 中 型 版 ５５０円
□問企画調整課�50－６０６４

県民手帳を
きょう1日から領布

償
却
資
産
の
申
告
書
を
今
月
八

日
に
郵
送
し
ま
す
。
対
象
は
、
事

業
所
の
構
築
物
、
機
械
、
工
具
、

備
品
な
ど
を
所
有
す
る
個
人
経
営

者
や
法
人
で
す
。

申
告
書
に
平
成
十
三
年
一
月
一

日
現
在
の
償
却
資
産
の
状
況
を
記

入
し
、
平
成
十
三
年
一
月
三
十
一

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
告
書
が
届
か
な
い
場

合
や
不
明
な
点
な
ど
は
、
資
産
税

課
に
問
い
合
わ
せ
を
。

□問
資
産
税
課
�
50
―

６
０
７
４

今月8日に

償
却
資
産
の

申
告
書
を
発
送

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など

の詳細は、各児童館・児童センタ

ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�54－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

12／16�
江戸川台児童センター
�54－３０２６

向小金児童センター
�73－９３２０

思井児童センター
�59－５６６６

十太夫児童センター
�54－５２５４

野々下児童センター
�45－９５００

赤城児童センター
�58－４５４５

ポイント・ドッジボール
大会

12／26� 親子お正月飾り作り

12／21� クリスマス会

12／16� 親子お正月飾り作り

12／26� しめなわ飾り作り

12／22� しめなわ飾り作り

12／21� 親子お正月飾り作り

12月の家庭教育講座
★どなたでも､どの会場でも､お気軽に参加できます｡★

日時／会場 課題・内容 講　　師

12月16日�
13：30～15：30／
文化会館

12月７日�
10：00～12：00／
北部公民館

12月14日�
10：00～12：00／
東部公民館

12月１日�
13：30～15：30／
初石公民館

12月９日�
14：00～16：00／
南流山センター

学校と、家庭と、地域と

ふれあいコンサート

南部中、流山小、
流山北小の吹奏楽
部ほか

身辺のボランティア

すぐにできるボランティア

ヒューマンハート
研究会主宰
池永 敏夫さん

あなたのままで母を生きる

親子の出会いに､もっと驚きを

詩人
エッセイスト
浜 文子さん

いま、学校では…

教育バトルトーク

親子で聴く

ソプラノコンサート

市内小・中学校
教職員（６人）

声楽家

宗片 透子さん

ww

市商店会連合会加盟の各商店会では、豪華賞品などを用意して「歳

末大売り出し」を行います。

※①売り出し期間②抽選日③景品・イベント

【江戸川台駅前商店街】①12月３日～17日②12月15日～17日③豪華

賞品を選択【電話局通り日栄会】12月７日～17日②12月16日・17日③

自転車ほか【江戸川台学園通り昭和会】①12月１日～平成13年１月６

日②平成13年１月６日③テレビほか【富士見台小田急ハイツ商店会】

①12月１日～24日②12月24日③自転車ほか【平和台銀座通り商店会】

①12月16日～24日②12月23日～25日③多数【宮園ショッピングセンタ

ー】12月１日～17日②12月16日・17日③多数【南流山商店会】①12月

２日～24日②12月23日･24日③商品券ほか【松ケ丘商店会】①12月７

日～24日②12月23日･24日③商品券ほか

□問市商工会�58－６１１１

食肉組合の売り出し
【流山市食肉組合】①12月１日～３日③国産牛豚鶏肉の特売

□問刈谷�45－４５５８

歳末大売り出し
市商店会連合会加盟店・市食肉組合

□問文化会館�58－3462

施
策
会
議
傍聴可

★
市
都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時
＝
12
月
14
日
�
13
時

30
分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
ご
み
焼
却
場
の
変
更
に
つ
い

て
※
傍
聴
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

□問
都
市
計
画
課
�
50
―

６
０
８

７



（７） 平成12年12月１日（金曜日） 第９８３号
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※必ず住所・氏名（フリガナ）を明記してください

放
送
塔
か
ら
「
家
路
」
の
メ
ロ
デ

ィ
ー
が
流
れ
、
市
内
の
ど
こ
に
い

て
も
聞
こ
え
ま
す
。
こ
れ
は
、
防

災
・
緊
急
用
の
放
送
設
備
の
テ
ス

ト
を
兼
ね
た
も
の
で
す
。
市
役
所

三
階
に
無
線
室
が
あ
り
、
後
ろ
の

扉
を
開
く
と
対
策
本
部
に
早
変
わ

り
し
ま
す
。

「
災
害
対
策
は
整
っ
て
い
ま
す

が
、
万
一
に
備
え
、
各
戸
に
三
日

分
の
非
常
食
な
ど
を
備
え
て
く
だ

さ
い
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
総
務
課
に
は
文
書

係
、
法
規
係
、
行
政
係
が
あ
り
ま

す
。文

書
係
は
、
市
に
送
ら
れ
て
く

る
一
日
平
均
六
百
五
十
通
の
郵
便

物
の
内
容
を
確
認
し
、
担
当
の
課

に
届
け
ま
す
。
文
書
の
発
送
は
一

日
平
均
四
百
二
十
通
で
す
。
市
役

所
内
の
印
刷
室
で
は
一
日
に
約
一

万
二
千
枚
の
書
類
が
印
刷
さ
れ
て

い
ま
す
。

法
規
係
は
、
条
例
な
ど
が
書
か

れ
た
三
巻
五
千
五
百
ペ
ー
ジ
と
い

う
、
分
厚
い
流
山
市
の
例
規
集
を

管
理
し
て
い
ま
す
。
行
政
、
契
約
、

事
件
、
事
故
な
ど
、
法
律
が
重
視

さ
れ
る
時
代
に
、
条
例
規
則
等
が

間
違
い
の
な
い
よ
う
制
定
・
改
正

さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
の
法

律
、
県
の
法
規
、
各
官
庁
の
法
令

な
ど
が
、
す
ぐ
取
り
出
せ
る
よ
う

に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

行
政
係
は
、
選
挙
関
係
の
調
整

事
務
と
、
字
の
区
域
や
名
称
の
変

更
が
主
な
仕
事
で
す
。
ま
た
、
市

境
な
ど
に
新
し
く
住
宅
が
建
設
さ

れ
た
際
、
行
政
境
界
に
不
明
な
と

こ
ろ
が
あ
る
と
、
隣
接
す
る
市
と

本
市
と
の
市
境
に
つ
い
て
、
隣
接

の
地
主
の
立
ち
会
い
で
境
界
を
定

め
ま
す
。
個
人
地
主
で
は
な
く
、

隣
接
市
と
話
し
合
う
こ
と
も
あ
る

そ
う
で
す
。

総
務
課
は
、
課
長
一
人
、
課
長

補
佐
一
人
、
防
災
係
三
人
、
文
書

～総務課～

少
子
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
要
因
は
晩
婚
化
や
未

婚
化
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

未
婚
の
男
女
の
意
識
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
の
調
査
結
果

に
よ
る
と
、
未
婚
男
女
の
約
七
割

が
親
と
同
居
し
て
お
り
、「
食
事

や
洗
た
く
を
し
て
も
ら
え
る
か

ら
」「
経
済
的
に
」
楽
で
よ
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。

結
婚
し
な
い
理
由
と
し
て
は
、

「
ふ
さ
わ
し
い
相
手
に
出
会
っ
て

い
な
い
」
が
男
女
と
も
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
女
性

で
は
「
家
事
や
育
児
の
負
担
が
増

え
る
」、
男
性
で
は
「
経
済
的
な

負
担
が
増
え
る
」
と
す
る
意
見
が

そ
れ
ぞ
れ
多
く
、
こ
れ
は
「
男
は

外
で
働
き
、
女
は
家
で
家
事
・
育

児
に
専
念
す
る
」
と
い
う
伝
統
的

な
性
別
役
割
分
担
意
識
が
若
い
世

代
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

結
婚
相
手
に
求
め
る
条
件
と
し

て
男
女
と
も
「
家
事
や
育
児
を
喜

ん
で
す
る
こ
と
」
を
求
め
、
か
つ

女
性
は
「
相
手
の
職
業
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
」
を
求
め
て
い
る
の

は
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
女
性
に
対
し
結
婚
・

出
産
で
退
職
す
る
こ
と
を
求
め
る

企
業
慣
行
が
依
然
と
し
て
残
っ
て

い
た
り
、
仕
事
を
続
け
た
い
と
願

っ
て
も
育
児
と
の
両
立
に
悩
む
の

は
も
っ
ぱ
ら
女
性
と
い
う
状
態
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た

現
実
を
見
て
、
未
婚
の
女
性
が
結

婚
や
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
た
め

ら
う
、
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
育
児
を
し
な
い
男
を
父
と
は

呼
ば
な
い
」
と
書
か
れ
た
厚
生
省

の
ポ
ス
タ
ー
が
一
時
話
題
に
な
り

ま
し
た
。
父
親
の
積
極
的
な
育
児

参
加
は
望
ま
れ
る
こ
と
で
す
が
、

育
児
は
女
性
の
役
割
と
す
る
考
え

方
が
残
る
な
か
で
、
育
児
休
業
制

度
は
で
き
た
も
の
の
、
男
性
が
育

児
休
業
を
と
り
に
く
い
職
場
風
土

は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

育
児
休
業
を
と
ろ
う
と
す
る
男
性

も
少
な
い
よ
う
で
す
。

男
女
と
も
に
、
経
済
面
で
も
生

活
面
で
も
自
立
し
て
生
き
る
た
め

の
意
識
改
革
が
、
子
育
て
を
男
女

が
と
も
に
担
い
、
よ
り
よ
い
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
つ
く
る
た
め
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
必
要
と
い
え
ま
す
。

ttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttt

【
相
談
事
例
】

①
銀
行
や
郵
便
局
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
で
、
買
い
物
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
こ
で

ど
の
よ
う
に
利
用
す
る
の
で
す
か
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
、
い
つ

の
間
に
か
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
機
能

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
利
用
し
な
い

場
合
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ

う
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

こ
と
し
三
月
か
ら
、
銀
行
、
郵
便

局
、
信
用
金
庫
な
ど
、
六
十
以
上
の

金
融
機
関
が
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
サ

ー
ビ
ス
を
、
本
格
的
に
開
始
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
銀
行
な
ど
で
お
金
を

出
し
入
れ
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

で
買
い
物
の
支
払
い
が
で
き
る
と
い

う
も
の
で
す
。
買
い
物
の
際
、
レ
ジ

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
提
示
し
、

自
分
で
暗
証
番
号
を
打
ち
込
む
だ
け

で
、
即
時
に
預
貯
金
口
座
か
ら
、
購

入
代
金
が
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
。

と
は
言
っ
て
も
、「
デ
ビ
ッ
ト
カ

ー
ド
」
を
新
し
く
作
る
必
要
は
な
く
、

現
在
使
用
中
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド

が
そ
の
ま
ま
使
え
る
の
で
す
。

家
電
量
販
店
や
百
貨
店
、
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
、「
ジ
ェ
イ
デ
ビ

ッ
ト
」
マ
ー
ク
の
あ
る
お
店
で
利
用

で
き
ま
す
。

便
利
な
点
は
、
現
金
を
持
ち
歩
か

な
く
て
も
、
預
貯
金
残
高
の
範
囲
で

支
払
い
が
で
き
る
こ
と
（
総
合
口
座

の
場
合
、
当
座
貸
越
に
よ
る
引
落
し

を
含
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
）
と
、
預

貯
金
の
引
き
出
し
に
手
数
料
の
か
か

る
土
・
日
曜
や
時
間
外
で
も
、
手
数

料
が
か
か
ら
な
い
こ
と
で
す
。

利
用
す
る
際
に
は
、
次
の
点
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

①
暗
証
番
号
を
生
年
月
日
な
ど
、

分
か
り
や
す
い
も
の
に
し
な
い

②
万
一
カ
ー
ド
を
落
と
し
た
り
紛

失
し
た
ら
、す
ぐ
金
融
機
関
に
連
絡
。

警
察
に
も
届
け
出
る
（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
に
は
紛
失
盗
難
保
険
が
あ
り

ま
す
が
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
は
、

保
険
の
な
い
こ
と
が
多
い
）

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
し
な
い

場
合
は
、
金
融
機
関
に
申
し
出
て
、

機
能
を
停
止
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
手
続
き
方
法
は
、
各
金
融
機
関

で
違
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
問
い

合
わ
せ
を
。

デビットカード－上手に使って便利に買い物

原稿は直接
選者へお送
りください

俳句歳
時
記
を
閉
ぢ
て
夜
長
を
締
め
括
る
　
向
　
小
　
金
　
関
口
　
條
山

行
き
暮
る
る
野
馬
止
め
あ
た
り
片
し
ぐ
れ

西
　
初
　
石
　
斉
藤
登
志
子

ど
ん
ぐ
り
の
落
ち
る
音
な
ど
け
も
の
道

江
戸
川
台
東
　
今
泉
　
蓉
子

家
を
継
ぐ
曽
孫
す
こ
や
か
七
五
三
　
　
江
戸
川
台
東
　
浅
利
　
ミ
チ

最
良
の
杖
な
る
妻
と
小
春
径
　
　
　
　
美
　
　
　
田
　
山
田
　
敬
司

【
評
】
一
句
目
　
句
の
推
敲
な
ど
気
が
付
け
ば
早
や
夜
更
け
。
な
お
、

推
敲
を
重
ね
て
句
に
一
段
の
冴
え
を
与
え
完
成
度
を
高
め
た
頃
、
漸

く
歳
時
記
を
閉
じ
る
作
者
で
あ
る
。
そ
の
刻
が
夜
長
の
締
め
括
り
と

な
る
の
で
あ
る
。
二
句
目
　
野
馬
止
は
流
山
の
歴
史
を
語
る
産
物
で

あ
る
。
残
る
跡
も
少
な
く
一
二
を
散
見
す
る
の
み
。
片
し
ぐ
れ
が
激

し
い
視
点
と
な
っ
て
句
を
引
き
締
め
て
い
る
。
三
句
目
　
ま
だ
ま
だ

故
郷
流
山
に
は
け
も
の
道
の
あ
る
森
や
林
が
多
い
。
木
の
実
が
成
り

落
ち
る
自
然
が
残
る
。
四
句
目
　
七
五
三
の
祝
い
に
相
続
の
曽
孫
健

在
で
喜
び
二
重
奏
と
な
る
。
五
句
目
　
夫
唱
婦
随
か
婦
唱
夫
随
か
。

杖
と
な
り
腕
と
な
っ
て
人
生
讃
歌
の
小
春
径
で
は
あ
る
。

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌
「
写
真
賞
」
と
り
た
る
夫
に
ビ
ー
ル
注
ぎ
二
人
で
乾
杯
　
夕
餉
の
華
や
ぎ

若
　
葉
　
台
　
中
沢
き
ぬ
こ

石
け
ん
の
香
り
豊
か
な
浴
室
の
湯
船
に
心
身
と
ろ
り
と
つ
か
る

富
士
見
台
　
森
口
　
　
杏

久
々
に
姉
妹
揃
う
旅
の
宿
に
雑
魚
寝
し
て
聞
く
母
の
一
代

野
　
々
　
下
　
富
田
き
よ
子

【
評
】
中
沢
氏
　
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
の
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
に
、
日
頃

の
執
念
が
実
る
朗
報
が
も
た
ら
せ
ら
れ
、
状
況
は
明
瞭
、「
夫
に
ビ
ー
ル

を
注
ぐ
」
喜
び
の
心
情
が
あ
ふ
れ
、
四
句
の
一
字
明
け
が
利
い
て
い
る
。

森
口
氏
　
幻
想
と
実
景
の
把
握
を
か
ら
ま
せ
て
、
浴
室
で
の
ひ
と
こ
ま
が

つ
や
や
か
に
表
現
さ
れ
、
解
け
は
じ
め
た
雪
の
暖
か
さ
が
描
写
さ
れ
、
単

純
明
快
な
よ
さ
が
出
さ
れ
た
。
富
田
氏
　
淡
た
ん
と
し
た
中
に
機
微
を
ふ

ま
え
た
女
歌
で
あ
り
、
雑
魚
寝
し
て
き
く
は
旅
の
夜
に
ぴ
た
り
と
照
応
し

て
楽
し
い
、
結
句
の
「
母
の
一
代
」
す
ぱ
っ
と
い
い
き
っ
て
、
小
気
味
よ

い
が
、
一
代
記
又
は
、
一
生（
ひ
と
世
）を
と
優
し
み
を
残
し
た
い
。

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

マ
テ
の
木
の
葉
っ
ぱ
く
ん
　
　
江
戸
川
台
西
　
　
若
松
ミ
チ
コ

も
う
　
役
目
は
終
わ
っ
た
の
か
い
？

緑
の
衣
を
ぬ
ぎ
捨
て
て
　
一
つ
と
こ
ろ
に

あ
つ
ま
っ
て
さ

淋
し
い
の
か
い
　
さ
み
し
い
な
ら

ボ
ク
が
木
枯
ら
し
の
笛
を
ふ
く
か
ら

み
ん
な
で
踊
っ
て
み
よ
う
よ

ビ
ュ
ー
と
吹
い
た
ら
立
ち
上
が
り

大
き
な
お
尻
を
ふ
っ
て

ザ
ザ
ー
と
吹
い
た
ら
　
一
列
に
二
れ
つ
に

さ
あ
　
い
っ
し
ょ
に
舞
い
上
が
り

渦
を
ま
い
て
輪
に
な
っ
て
一
日
楽
し
く
お
ど
ろ
う
よ

君
の
分
厚
い
お
尻
と

そ
の
大
柄
な
ス
タ
イ
ル
で

も
っ
と
も
っ
と
踊
っ
て
お
く
れ

落
ち
葉
に
な
っ
た
葉
っ
ぱ
く
ん

宮
田
登
美
子
　
選
（
流
山
市
江
戸
川
台
西
４
‐
109
）

【評】詩は初めて書いたそうですが落葉と風の舞台設定
も面白く鮮明なイメージがリアルな臨場感をもたら
し暖かく愛らしい作品になっています。耳慣れない
マテの木に就いて調べてみましたら南米産でモチノ
キ科の常緑樹ということですので、ここに登場する
葉とは少し異なるようです。いずれにしてもマテの
木という不思議な魅力を持つ呼び名も素敵です。

日
本
列
島
の
下
は
地
震
の
巣
窟

で
、
い
つ
大
地
震
が
起
き
る
か
わ

か
ら
な
い
状
態
で
す
。

そ
う
し
た
震
災
な
ど
の
災
害
に

備
え
、
市
内
の
防
災
倉
庫
に
は
、

五
万
五
千
食
の
非
常
食
、
千
五
百

枚
の
毛
布
、
一
万
本
の
飲
料
水
を

は
じ
め
、
簡
易
ト
イ
レ
百
台
、
救

急
医
療
セ
ッ
ト
、
テ
ン
ト
な
ど
が

備
蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
の
米
穀
商
組
合
、

寝
具
組
合
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
、
ス

ー
パ
ー
や
ガ
ス
会
社
な
ど
と
、
災

害
時
の
物
資
供
給
の
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
隣
接
市
町
を
は
じ
め
、

国
や
千
葉
県
、
各
地
の
市
町
村
と

も
、
通
信
衛
星
回
線
を
使
用
し
た

緊
急
連
絡
体
制
や
援
助
・
協
力
体

制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
自
治
会
の
約
七
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
は
自
主
防
災
組
織
が
結

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
地
域
防
災
の
た
め

の
調
査
研
究
を
行
い
、
種
々
の
対

策
を
講
じ
て
い
る
の
が
、
総
務
課

防
災
係
で
す
。

ピ
ー
ン
　
ポ
ー
ン
　
ポ
ロ
ー
ン

夕
方
四
時
、
市
内
六
十
六
本
の

第1庁舎2階
�50－6067
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地域の話題をおしえてください。
〒270－0192流山市役所秘書広報課
�50－6063

クリーンナップザワールドイン北中
地域の方も参加してきれいなまちに
みんなの手で自分たちの住んでいる地域を、日本を、世界をきれい
にしていこう──と国際的な環境活動「クリーンナップザワールド」
が北部中学校の生徒や保護者、地域の方などが参加して11月4日に行
われました。国際理解教育の一環で同校を訪れたメキシコ人のリリア
ンさんが、この活動を紹介したのをきっかけに、2年前から取り組ん
でいるものです。当日は、地域の清掃を行ったり、道路沿いの花壇に
花や球根を植えたりしました。

自 分 で ま い た そ ば の 実 を 収 穫
も う す ぐ お い し い 手 打 ち そ ば に 事

故
現
場
で
迅
速
な
救
助
活
動

松

浦

さ

ん

に

消

防

長

感

謝

状

十
月
二
十
八
日
未
明
に
流
山

市
木
で
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
が
乗

用
車
に
追
突
し
、
乗
用
車
も
ろ

と
も
民
家
に
突
っ
込
み
、
民
家

が
全
壊
す
る
事
故
が
発
生
し
た

際
、
救
出
活
動
を
し
た
松
浦
啓

さ
ん
に
、
消
防
長
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
事
故
現
場
近
く

に
住
む
松
浦
さ
ん
は
、
事
故
に

気
が
付
く
と
消
防
署
へ
の
通
報

を
父
親
に
依
頼
す
る
と
と
も
に

直
ち
に
現
場
に
か
け
つ
け
、
瓦

礫
の
中
で
身
動
き
で
き
な
く
な

っ
て
い
た
人
を
救
助
す
る
な
ど

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
行
動
に

よ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
23
回
東
葛
飾
地
区
少
年
野
球
大
会

本
市
代
表
の
初
石
ク
ー
ガ
ー
ズ
が
優
勝

十
一
月
十
二
日
と
十
九
日
の
二
日
間
、
沼
南
町
の
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
、
第
二
十
三
回
東
葛
飾
地
区
少
年
野
球
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
東

葛
飾
地
区
の
八
市
町
か

ら
選
抜
の
強
豪
九
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
。
流
山
市

代
表
の
初
石
ク
ー
ガ
ー

ズ
は
、
こ
と
し
の
市
内

大
会
四
連
覇
、
夏
の
千

葉
県
大
会
ベ
ス
ト
8
と
、

流
山
一
の
実
力
を
誇
る

チ
ー
ム
で
す
。
決
勝
戦

で
は
、
松
戸
市
代
表
チ

ー
ム
に
七
対
一
で
快
勝

し
、
二
十
年
ぶ
り
三
度

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

秋
晴
れ
と
な
っ
た
十
一
月
十
一
日
に
十
太
夫
の
畑
で
、
そ
ば
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
、
普
段
よ
く
口

に
す
る
お
そ
ば
を
、
自
分
た
ち
の
手
で
種
か
ら
育
て
て
み
よ
う
と
、

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
。
当
日

は
、
八
月
に
ま
い
た
そ
ば
を
、
普
段
、
持
ち
な
れ
な
い
鎌
を
手
に

刈
り
取
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
げ
た
シ
ー
ト

の
上
に
実
を
落
と
し
、
三
時
間
ほ
ど
で
約
三

十
キ
ロ
の
そ
ば
の
実
を
収
穫
し
ま
し
た
。
収

穫
し
た
実
は
、
今
後
、
製
粉
に
出
さ
れ
、

十
二
月
に
は
、
自
分
た
ち
で
そ
ば
を
打
ち
、

ち
ょ
っ
と
早
い
年
越
し
そ
ば
を
食
べ
る
予

定
だ
そ
う
で
す
。

世
界
の
仲
間
の
実
情
を

の
児
童
が
学
ぶ

ユ
ニ
セ
フ
学
習
会

小
山
小

西
初
石
小

地
域
紛
争
な
ど
で
親
や
兄
弟
を

失
い
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
子
、
何
キ
ロ
も
離
れ
た
川

や
沼
ま
で
歩
い
て
生
活
に
必
要
な

水
を
汲
み
に
行
く
子
、
ご
み
の
山

か
ら
食
べ
物
を
探
す
子
、
風
邪
や

下
痢
で
命
を
落
と
す
子

―
世
界

に
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
が
ま

だ
ま
だ
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
の
実
情

と
、
ユ
ニ
セ
フ
活
動
を
紹
介
す
る

「
ユ
ニ
セ
フ
学
習
会
」
が
、
小
山
小

学
校
と
西
初
石
小
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

学
習
会
に
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
、
ユ
ニ
セ
フ
の
方
の
お
話
や

擬
似
体
験
な
ど
を
通
じ
て
、
自
分

た
ち
と
同
じ
世
代
の
世
界
の
仲
間

た
ち
の
実
情
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
命
や
平
和
の
大

切
さ
と
国
際
社
会
を
理
解
し
て
も

ら
い
、
恒
久
平
和
を
い
つ
ま
で
も

語
り
継
ご
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、

平
成
八
年
度
か
ら
毎
年
二
校
ず
つ

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ユ
ニ
セ
フ
で
は
、
皆
さ

ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
募
金
で
、
世

界
の
子
ど
も
を
救
う
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
た
っ
た
百
円
の
寄

付
で
脱
水
症
状
を
防
ぐ
経
口
補
水

塩
な
ら
九
袋
、
失
明
を
防
ぐ
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
カ
プ
セ
ル
な
ら
十
人
分

（
一
年
間
）、
ヨ
ー
ド
欠
乏
症
を
防

ぐ
た
め
、
食
塩
に
ヨ
ー
ド
を
加
え

る
費
用
な
ら
十
六
人
分
（
一
年
間
）

を
贈
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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地域でささえあうあったかいお

正月──をスローガンに、きょう

1日から31日までの一か月間、全国

一斉に歳末たすけあい運動が展開

されます。

県共同募金会流山市支会では、

自治会や関係機関などの協力で募

金活動を行います。

皆さんから寄せられた善意は、

援助を必要とする市内の家庭や福

祉施設に入所している方などに直

接配られます。

ことしも皆さんからの温かい善

意をお待ちしています。

□問市社会福祉協議会�59－４７

３５

31日まで歳末たすけあい運動
地域でささえあう

あったかいお正月
ことしも皆さんの善意を

年末年始を相馬ユートピアで…

市民なら1泊2食付きで
6,350円から利用できます
（税込み）

年
末
年
始
を
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
く
の
方
に
利
用
さ
れ
て
い
る

「
相
馬
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
テ
ー

ジ
付
き
大
広
間
、
展
望
風
呂
（
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
付

き
）
な
ど
を
完
備
し
た
宿
泊
施
設
で
す
。
お
年
寄
り

や
身
体
の
不
自
由
な
方
に
も
安
心
し
て
利
用
し
て
も

ら
え
る
よ
う
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
車
椅
子
、
ベ
ッ
ド

な
ど
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

利
用
料
金
は
、
一
泊
二
食
で
大
人
七
千
円
、
中
学

生
以
下
は
五
千
二
百
五
十
円
（
夕
食
は
梅
コ
ー
ス
・

税
別
）
か
ら
。
な
お
、
市
民
に
限
り
、
宿
泊
料
金
は

大
人
が
千
円
（
六
十
歳
以
上
は
千
五
百
円
、
中
学
生

以
下
は
五
百
円
）
の
割
り
引
き
に
な
り
ま
す
。
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相馬ユートピア予約状況 平成12年11月27日現在

12月 25日 26日 27日 28日 29日 30日 31日

予約
状況 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

1月 1日 ２日 3日 4日 5日 6日 7日

予約
状況 × △ △ ○ ○ ○ ○

○＝空室十分あり　　△＝空室５室以下　　×＝満室


